

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































～0.3hａ ().３～().５|(〕､5～ １１１～1．５ 1.5～２ ２～2.5 2.5～３ 3ｈａ以_上



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































～0,3hａ 0.3～0.5 0.5～１ １～1.5 1.5～２ ２～2.Ｆ ２．５～３ 3ｈａ以｣、
固定資本額（千円）腱業純生産額（円）１７投下労働一日当り Ｐ〃■｜が■、、夕凸・幻剤【虎山３４４４４昭羽釦但“価 １４９５４●●●●●１１１２３491907141512091397 ８３９３８●ＣＧ■●０１１２２7231008119014291285 ９４１６１●■●●●０１２２３6921017144115461626 ９５１５１０００●■０１２２３ ０６３７３●●●●●１１２２３ １６３８６●●●、▲１１２２３7481139153416091736劇 9241381183419691969 ０６３８８●●●●●１１２２３10221467216123262169 １６６１５０●●●●１１２３４lll51746240224382422
（千円）農業純生産額千円当り農業固定資本 訂狐狸“妬 ５６８５４●ＣＤ０■０００００ ９８６６５０００００ ８７７６５６●●●■０００００ ８８７６６。●●●■０００００ ８８７７６０●●●●０００ ０ ９９８７５■●●●●０００００ １９０８６０ｅ●●□１０１００ ０１９８５０●●●●１１０００
(1)土工日雇賃金（東北地区）
(2)製造業常用労働者１
昭3７
792
1145
4(〕
1013
1550
4２
1191
1964
4４
1617
2709
４６
l907
1l585
ろ一つの基礎をなしているのである。
そしてこの「資本装備格差」は、当然、労働生産性の階層間格差を拡大・固定化する作用を果した。「投下労働
一日当り農業純生産額」の指標によれば、下層の上層に対する格差は、三○年代後半の六割という線から四○年代
にはいってほぼ五割の線を示すところまで拡大している。農民層内部の格差形成はすでに明瞭なのであるが、いま、
農外部門における格差賃金を比較基準として導入し農民層内部の格差の位置を映し出してふよう。
一つは、地域において農業日雇労働と競合関係にあり、農業労働力が現実に転換の可能性をもつものとして建設
業
土
工
日
雇
賃
金
（
東
北
地
区
）
を
と
り
、
他
の
一
つ
は
、
社
会
的
標
準
的
賃
金
水
準
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
製
造
業
常
用
労
働
者
一
日
当
り
賃
金
を
と
っ
て
ふ
よ
う
。
（
注
）
労
働
省
「
屋
外
労
働
者
職
穂
別
賃
金
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
土
工
と
は
次
の
職
敵
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
態
土
砂
の
掴
さ
く
、
根
切
り
、
運
搬
作
業
お
よ
び
手
ま
た
は
機
械
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
練
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
作
業
な
ど
高
度
の
肉
体
形
的
労
働
で
技
能
を
要
す
る
作
業
に
従
事
す
る
も
の
。
の解
ただし、名称は土工であっても、単にモッコ担ぎ、トロ押しのごとくあまり技能を必要としない土砂の運搬や簡単な整
分屑
地
作
業
の
承
に
従
事
す
る
も
の
、
お
よ
び
練
混
さ
れ
た
生
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
を
運
搬
車
で
運
ぶ
作
業
、
ま
た
わ
型
わ
く
の
組
立
除
去
の
作
業
の
、農
永
に
従
事
す
る
も
の
は
含
ま
な
い
。
るげ四
○
年
代
初
頭
に
は
、
農
業
労
動
報
酬
の
農
民
階
層
間
格
差
形
成
は
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
が
土
工
日
雇
賃
金
以
下
（
こ
れ
おには、この階層での農業労働が老令者ないし女性によって主として担当されていることと対応している）、二・五へクタールない
面蛎し三へクタール以上層では製造業常用労働者なゑ、ないしそれ以上という格差形成の関係位置が示されるところま
105
ですすんだ。
しかし、ヲそ
れ
も
束
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
農
業
を
め
ぐ
る
経
営
採
算
の
悪
化
と
農
外
部
門
の
賃
金
上
昇
の
な
か
で
、
土
工
賃
金
106
に匹敵する農業労働報酬をあげうる経営階層が段階的に上昇してくるとともに、股上位層の腱業労働報酬も製造業
常
用
労
働
者
賃
金
の
上
昇
テ
ン
ポ
に
は
も
は
や
な
ん
と
し
て
も
追
い
つ
い
て
ゆ
け
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
股
近
年
の
四
六
年
は
や
や
異
常
な
年
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
は
、
一
・
五
’
二
へ
ク
タ
ー
ル
層
ま
で
が
、
土
工
日
雇
賃
金
以
下
、
そ
し
て
最
上
層
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
で
も
製
造
業
常
用
労
働
者
賃
金
の
七
割
弱
と
い
う
水
準
に
ま
で
お
し
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。
腱
民
階
層
間
の
生
産
性
格
差
の
明
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
層
の
全
般
的
な
地
位
の
低
下
、
と
く
に
中
間
層
の
存
立
基
盤
の
と
り
く
ず
し
の
さ
け
が
た
い
進
行
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
次
の
指
標
に
よ
っ
て
も
砿
め
う
る
。
表
出
は
し
な
い
が
、
四
○
年
代
初
頭
に
は
、
な
お
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
で
あ
れ
ば
腱
業
所
得
を
も
っ
て
家
計
費
を
ま
か
な
い
え
て
い
た
も
の
が
、
四
五
年
に
は
、
三
へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
の
ゑ
に
お
い
て
そ
れ
が
可
能
と
な
る
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
四
六
年
に
は
、
こ
れ
が
異
状
な
年
で
あ
っ
た
と
は
云
え
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
に
お
い
て
も
農
業
所
得
の
み
で
は
家
計
費
の
充
足
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
人
当
り
家
計
費
で
示
さ
れ
る
消
費
と
家
計
水
準
は
、
一
・
五
’
二
・
五
へ
ク
タ
ー
ル
の
中
間
層
が
い
ま
や
全
階
層
の
谷
間の位置を占めることになっている（三○年代後半の時期までは、一・五’一一・五ヘクタールの中間廟は一人当り消潤・家
計水鵡においても農民階層の中位の位侭を占めていた）。
こ
れ
ば
都
市
労
働
者
の
労
働
力
再
生
産
水
準
を
指
向
し
て
社
会
的
な
強
制
力
を
も
っ
て
上
昇
し
て
く
る
消
費
・
家
計
水
蟻
に
農
家
が
追
い
つ
い
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
経
営
の
多
角
化
Ｐ
集
約
化
に
よ
る
幾
業
的
な
支
え
だ
け
で
は
い
よ
い
よ
困
難
で
あ
り
、
農
業
・
健
外
に
わ
た
る
家
族
多
就
業
形
態
で
の
対
応
に
よ
っ
て
の
糸
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ではさらに、階層間の生産性格差を反映した収益性格差の指標として、最上層の一○アール当り農業「剰余」と
最下層の一○アール当り「農業純生産額」とを対比して象よう。
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第八表がこれである。この対比指標のもつ意味について、梶井功氏は、下層の農業純生産額（農業所得）に相当
する分を上層が地代として支払いうるかどうかを示すものであるとしたうえ、昭和一一一七年から四三年にかけて両者
の差の縮小がゑられる点に注目し、それは下層の農業離脱と上層の借地拡大という相関の方向を積極化させるもの
しかし、その後、その巾は再びひらき四六年には六割の線にまで後退している。
これは云うまでもなく、直接的には、米価据置、減反措置などの影響が、下層の農業純生産額の減小をうわまわ
る
ほ
ど
に
上
層
の
「
剰
余
」
形
成
力
を
低
下
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。
第８表 jiltl:位層の剰余と最下位層の艇業純生産
額の対比（東北地区）
|蝿蝿藷|蝿:霜 A/Ｂｘ１００
千冊’ 千11】
昭3７ ２
０
１
６
９
●
●
●
■
●
３
０
０
６
０
１
２
Ⅱ
９
』
２
０
２
５
１
７
●
●
●
●
●
－
０
４
７
９
４
２
３
３
３
３
％８
５
３
０
２
●
●
巳
●
■
兜
記
即
舶
印
4０
４２
４４
4６
し
か
し
、
こ
の
指
標
に
つ
い
て
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
上
層
の
「
剰
余
」
“形成が腱莱労働を農業臨時属賃金水準で評価したうえでのもので
（３）
澱蛎ある点に注意するべきである・
鍬霧すなわち、上層の「剰余」形成力Ⅱ地代負担力は社会的標準賃
一
農
入
賞
×
金
か
ら
の
控
除
を
含
ん
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
収
労
数
麹辮繩この点に注意したうえで第八表を糸ると、三○年代後半から四
遜錘瀞○年初頭にかけて上層の「剰余」は下層の農業純生産額に対して
“熱難逐年巾をせばめ、四一一年には八割の水準にまで達している。
盤認識このことは、農業内部をつらぬく蓄積と階層分解の内的メヵニ
騨辨寵スムの必然の作用を反映したものとして十分に注目されねばなら
ない。
（２）
であるＩと評価している。
1０８
そ
の
さ
い
、
と
く
に
、
家
計
費
膨
脹
の
圧
力
に
対
応
し
て
、
低
い
自
家
腱
業
労
働
報
酬
と
低
い
労
働
市
場
の
も
と
で
の
家
族
多
就
業
形態（労働力の価値分割）のもつ意味が考慮されねばならない。
たとえば、四六年度農家経済調査の結果（全国一戸当り平均）によると、第二種兼業農家のうち職員勤務世帯は世
帯員一人当り家計費が三四六千円でもっとも高く（全国勤労者世帯の一八％上）そのうえ農外所得による家計費充足
率は一一○％となる。これに対して、人夫・日雇など臨時的賃労働世帯は一人当り家計費が二四二千円（全国勤労
者世帯の一八％下）であるのに腱外所得による家計費充足率は七六％にすぎない。「職員勤務農家では労賃俸給収入
き
で
あ
ろ
う
。
ここでわれわれは、独占支配下の農民階層間の生産力格差の確たる存在、それを動因とする分解の内的メカーーズ
ムの必然の作用を染るとともに、独占の蓄積メカニズムの作用と、それが加重化する零細所有・耕作の生産力展開
に
対
す
る
限
界
性
と
に
も
と
づ
く
、
そ
の
幅
の
狭
さ
天
井
の
低
さ
に
あ
ら
た
め
て
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
と
も
関
連
し
て
、
さ
ら
に
下
層
に
お
け
る
殿
業
膠
着
の
性
格
、
そ
の
強
さ
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
零
細
兼
業
層
に
お
け
る
農
家
経
済
の
再
生
産
に
と
っ
て
零
細
農
耕
部
門
の
も
つ
意
味
は
、
た
ん
に
そ
れ
じ
た
い
の
経
済
的
収
益
性
の
指
標
の
玖
に
よ
っ
て
は
か
り
う
る
も
の
で
は
な
い
。
高
度
独
占
支
配
の
も
と
で
農
外
不
安
定
就
業
と
結
び
つ
い
て
い
る
零
細
地
片
所
有
の
も
つ
特
殊
な
意
義
を
全
体
と
し
て
お
さ
え
る
ぺ
そのようなきびしい条件のなかで、とくに上層では四○年以降の農業投資の増大が急速であっただけに、規模拡
大
に
よ
る
上
向
的
対
応
の
困
難
と
と
も
に
資
本
効
率
の
低
下
が
コ
ス
ト
の
増
嵩
を
さ
け
が
た
い
も
の
と
す
る
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
た
の
である。この点は「農業固定資本千円当り農業純生産額」の指標（第七表参照）の動きによって明瞭に読承とりう
である。この占煙
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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むしろ、農業の社会的生産の領域からはすでに完全に放逐されているにもかかわらず、なお不安定農外就業と結
びつきつつ土地もち労働者的農家（いわば潜在的緋作農民）として滞留せざるをえないという構造（たんに〈土地の
値上り待ち〉などと云うことではなく）が注目されるのである。
（注）「腱家経済調査」の対象農家の分布は零細兼業層において「農業セソサス」あるいは「農業調査（三○分の一の艇家抽
出調査」）と比較してもあきらかに職員勤務世帯に偏っている。
すでにみたように、職員勤務世帯は人夫・日雇・出かせぎ世帯とくらべて農外所得は安定的で高水箪であり、家計費（生
活水率）もはるかに高い。
したがって、農家経済調査の経営耕地規模別結果によって、零細層の家計の再生産における自家農業部門のもつ意味「士
地もち労働者」的農家における「土地もち」の意味）を評価しようとするときこれらの点に注意を払うべきである。
さらに、この点に関連するが、本文中さきにみた最上位層の「剰余」と最下位層の農業純生産額との対比において、こ
の農家経済調査の「偏り」の点を考慮にいれるならば、最下位層での農業依存は調査結果の示すところよりさらに強い
（したがって最下位層の農業純生産額に対する最上位層の「剰余」の差の巾はもっと大きしとみなければならないこと
の柔で充足して、なお経済余剰を生じている」が「就業安定度の低い季節出かせぎ、臨時的賃労働農家では不足分
（４）
は零細な農業所得に頼っている」のである。
かくて職員勤務世帯は零細兼業農家のうち、もっとも農業離脱的性格がつよいが、他方、人夫・日雇・出かせぎ
世帯は、より農業膠着的たらざるをえない。
農外労働市場の展開、賃金水準の一定の上昇のなかで、そして一方、家計費の膨脹はさけがたいと云う事構のも
とで、三○アールないし五○アール未満層での農外所得依存が格段に深まっていることはたしかな事実である。し
かし、その）」とから一般にこれら零細兼業農家における農業部門存続の必然性の消滅の傾向を云うわけにはゆかな
い
◎
１０
独占の蓄積メカニズムにもとづく作用は農民層分解基箪の不断の上昇を促迫しており、腱業内の競争条件を一そ
う
き
び
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
の
も
と
で
も
、
も
ち
ろ
ん
農
業
内
部
を
つ
ら
ぬ
く
蓄
積
と
分
解
の
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
必
然
の
作
用は上位層に一定水準の蓄積を成立させてくるが、その蓄積の速度は独占の蓄積メカニズムにもとづく作用によっ
て不断に制動をうけており、その順調な展開は容易ではない。
分解基準の不断の上昇への対応のなかで、大量の中間層は経営存立基盤を著しく狭められており、家計費膨脹と
経営費増大の圧力のもと、農業・農外にわたる家族多就業形態での対応を強いられている（東北地区一・五’二・五
ヘクタールの中間層における専業農家比率は一九六○年六割、六五年四割、そして七○年には二割という具合であって、専業が
とりくずされてゆくテンポはまことにすさまじいものがある）。
その落層の極は脱農民化につながるのだが、下降分解運動の大勢はそこまで貫徹せず、独占支配のもと、その犬
③この点に関し綿谷赴夫氏も「そういう評価の上に立つ農業剰余の形成」それは「果して形成（農業剰余の……喜多）なのだ
ろうか」と疑問を呈している（「成長メヵーーズムと農業」の討論〈同齋二九五頁〉）
㈹「昭和四六年度、農家の形態別にゑた農家経済」農林統計速報（四八年三月三一日）九１一○頁
録
、－〆 にも留意することが必要であろう。
Ⅲ宇佐美繁「艇民層分解の現段階的性格に関する一考察」（土地制度史学第五○号、一九七一年一月）は北海道における農民
屑分解の分析のなかでこの点を指摘している（同誌二六頁）
②堀井功「農業櫛造変革への展望」（「成長メカニズムと艇業」一二八’一一一一二頁、のち同氏箸「小企業農の存立条件」に収
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以上の現実の動きをふまえたうえで、われわれは日本農業の存続と発展の方向を切り開いてゆく農民の運動主体
と
の
か
か
わ
り
を
ど
こ
に
求
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
それは、やはり独占支配下の農民層分解の進行によって集積される矛盾のうちに現実的基礎を置くとせざるをえ
な
い
で
あ
ろ
う
。
量的部分は農業の社会的生産の領域からは放逐されながらも土地もち労働者的農家として滞留している。
そこでの農業部門は、もとより半端なものにすぎないが、その消滅が必然的傾向であるとは一一一一口いがたい。
総じて、現局面での農民層分解の主側面をなすものは分解基準のふだんの上昇のもとでの小生産的農家経営の広
汎な解体化の進行であるとしてよいのであるが、すでに事実にもとづいて染てきたように、それは全層の一義的崩
落と規定しうるものではなく、この犬流の反面で、量的には微弱ではあるにせよ、また、一面、国家独占資本主義
の政策的支持にもかかわらず、邦その定着化は容易ではないにせよ、高められてくる競争条件のもとでの経営上向化
の動きを注視する必要があろう。
今日、経営上位層の到達した生産力の水準それじたいば、重化学工業の生産力段階に対応をせまられつつ、その
照射のもとに形成されてきたもので、それは、社会的標準的労賃ベースに立って経営投下資金利子を回収し、さら
に増大化してくる投資を合理的なものとするのに不可欠な規模拡大のための土地価格（地代）の実現をもせまる傾
向を必然とするほどの内容のものと言えよう。しかし、独占資本主義の蓄積メカニズムの作用とそれが加重化する
零細所有・耕作の生産力展開に対する限界性がこのような内容をもっての定着をふだんに阻碍しており、そこに新
たな矛盾を顕在化させている。
以
上
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現
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、
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わ
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日
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分解基準の不断の上昇のもとで、これに対応してゆくだけの土地、資金をもたず、また十分な融資を受ける能力
1１２
しない圧倒的多数の没落下降農民がふだんに追いつめられている壁、そこでのエネルギーの巨大さを重視するべき
そして、そのエネルギーは零細経営と独占支配の対抗的相関の構造それじたいを一括同時的に止揚するという方
向としてではなく、国家独占資本主義によって著しく不健全なものにされている農民の土地所有の経営的内実の確
立と発展をふだんに追求する方向において、最大限にく承出しうるのではなかろうか。
その場合、第一に、この方向のもとでは、小農氏経営の自主性の基礎のうえに立つ集団化による規模拡大の線を
も含ゑうるものであるという点、第二に、この方向は、独占の蓄積メカニズムをささえる重層的労働市場の底辺を
なす低賃金基盤の打破の方向と必然的に結びつかざるをえないが、それは労働者階級じしんの問題でもあるという
点、以上の二点についての配慮が不可欠であろう。
これに対して、上向経営のなかにひそむ「資本」の要求を、それじたいとして取出し、その要求に、なによりも
優先的にこたえることを国家の政策として要請するならば、そのような方向は国家独占資本主義の選別政策の強化
をつうじて、独占のめざす農業再編の拠点を拡大してゆくことに通じよう。
今日、この段階での農業の存続と発展の可能性は独占の一そうの蓄積基盤を強化するための農業再編の方向のな
かに求めるわけにはゆかない。
である。
